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研 究 科 教 授 会 議 事 要 旨  

日   時  平成２７年３月２６日（木）１３時５２分～１５時０７分 

場   所    ユメンヌホール 

出 席 者   中道研究科長 

前迫、苧阪、渥美、檜垣、バイサウス、森川、赤井、篠原、釘原、佐藤、臼

井、権藤、青野、日野林、金澤、志村、足立、熊倉、八十島、中野、山田、

友枝、吉川、牟田、山中、斉藤、辻、中山、シュベントカー、中川、森田、

白川、藤川、三宮、藤岡、老松、井村、岡部、西森、野坂、佐々木、野村、

近藤、小野田、木村、志水、中澤、園山、高田、中村、澤村、千葉、藤目、

神前、岡田、小林、三好、鈴木、福岡の各教員 

（計６０名） 

欠 席 者  石井、栗本、ズグスタの各教員（計３名） 

海外渡航者等 山本、川端、ノース、稲場、村上、平沢、河森、大谷の各教員（計８名） 

 〔議事に先立ち、前回（３月５日）の議事要旨を確認した。〕 

                                    議  事 

（協議事項） 

１．研究科委員会の議決事項について 

  本日開催の研究科委員会の議決事項について説明があり、審議の結果、これを承認した。 

２．平成 27 年度人間科学研究科招へい研究員の受入れについて 

資料１に基づき説明があり、審議の結果、受入れを承認した。 

３．部内委員会委員の交代について 

資料２に基づき説明があり、審議の結果、これを承認した。 

４．平成２６年度計画達成状況評価シート等の作成について 

資料３に基づき説明があり、審議の結果、若干の追記修正等を含めて、これを承認した。 

５．学内委員の選出について 

次の委員を選出する旨説明があり、審議の結果、これを承認した。 

マルチリンガル運営協議会委員 

６．人間科学研究科特別賞の実施について 

資料４に基づき、人間科学研究科特別賞を実施することについて説明があり、審議の結

果、これを承認した。なお、平成２７年度から実施する旨及び今後の受賞者の決定につい

ては運営会議にて審議し、研究科教授会にて報告事項とする旨、併せて承認した。 
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７．教員の休職について 
3月末まで休職中の教員1名について、引き続き6月末まで休職となる旨説明があり、審議
の結果、これを承認した。 

８．その他 
  なし。 

（報告事項） 
１．教員の退職について 
  資料５に基づき、退職者について報告があった。 

２．人間科学部敷地内での中型バス（２７人乗り）の乗り入れについて 
  資料６に基づき説明があり、本研究科北館北側を候補地として許可する旨、報告があっ
た。 

３．各種委員会等報告について 
  各委員長・委員等から、２３件の報告があった。 
［学内関係］ 

（１）国際教育交流センター教授会（2.27） 

（２）キャンパスライフ支援センター運営委員会（3.6） 

（３）遺伝子組換え実験安全委員会（3.11） 

（４）全学教育推進機構会議（3.13） 

（５）吹田地区部局長会議（3.17） 

（６）教育研究評議会（3.17） 

（７）部局長会議（3.17） 

（８）適塾記念センター運営協議会（3.17） 
（９）附属図書館総合図書館運営委員会（3.18） 

資料７に基づき、平成 26 年度図書資産実査状況について報告があった。 

（10）教育改革推進会議（3.19） 

（11）国際交流委員会（3.24） 

（12）吹田地区事業場安全衛生委員会（3.26） 

（13）事務協議会（3.20） 

（14）吹田地区事務長会（3.25） 
（15）その他 

  ○未来戦略機構第五部門 

    合格者数、今後の課題について報告があった。 

  ○未来戦略機構第一部門 

    合格者数、中間評価について報告があった。 
［部内関係］ 
（１）学部入学者選定委員会（3.7; 3.20）
（２）入試合格者判定会議（3.7; 3.20）
（３）運営会議（3.18）
（４）学生支援室会議（3.18）
（５）教務委員会（3.19）
（６）入学試験委員会・大学院入試運営委員会合同委員会（3.20）
（７）各室報告
（８）その他

４．共同研究の受入れについて 
  資料８に基づき、１件の報告があった。 
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５．奨学寄附金の受入れについて 
  資料９に基づき、２件の報告があった。 

６．教員の海外渡航について 
  資料１０に基づき、４件の報告があった。 

７．施設管理について 

  大学本部からの指示により、静粛な教育研究環境を確保するため、4月 1日から 4月 7

日まで本館正面玄関以外の扉を締め切り、セコムカードでも入館できないことについて説

明があった。なお、4月 8日以降の扉の開放については、状況を勘案して判断する旨、補足

説明があった。 

８．その他 

  なし。 

                                     以上 


